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本
書
は
、
二
〇
〇
四
年
五
月
に
大
阪
市
立
大
学
で
開
催
さ
れ
た
社

会
経
済
史
学
会
第
七
三
回
全
国
大
会
の
「
共
通
論
題
」
を
も
と
に
ま

と
め
ら
れ
た
共
同
研
究
の
成
果
で
あ
る
。
大
会
の
開
催
後
、
長
く
そ

の
発
表
が
待
た
れ
て
い
た
が
、
今
回
新
た
に
三
名
の
執
筆
者
を
加
え

て
本
書
が
刊
行
さ
れ
る
運
び
と
な
っ
た
。

　
本
研
究
の
意
義
は
、
ま
ず
、
日
本
・
ア
ジ
ア
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
専

門
と
す
る
研
究
者
が
真
の
意
味
で
の
共
同
研
究
を
実
現
し
て
い
る
点

に
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
た
だ
単
に
各
地
域
の
歴
史
が
漫
然
と
並
べ
ら

れ
る
の
で
は
な
い
。
各
研
究
者
は
、
編
者
で
あ
る
大
島
真
理
夫
が
提

示
し
た
「
土
地
希
少
化
」
と
「
勤
勉
革
命
」
と
い
う
共
通
の
「
参
照

軸
」
を
用
い
て
各
地
域
の
歴
史
過
程
を
描
い
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
比
較
史
研
究
は
、
か
つ
て
わ
が
国
の
経
済
史
が
得
意
と

す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
一
九
六
〇
年
代
か
ら
七
〇
年
代
に
か
け
て
、

「
近
代
化
」「
市
民
革
命
」
な
ど
を
テ
ー
マ
に
様
々
な
共
同
研
究
が
行

わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
研
究
分
野
お
よ
び
問
題
意
識
の

細
分
化
の
進
行
に
伴
い
、
こ
う
し
た
共
同
研
究
を
組
織
す
る
こ
と
は

困
難
と
な
っ
て
い
る
。
本
書
の
も
と
に
な
っ
た
社
会
経
済
史
学
会
の

共
通
論
題
も
、
二
〇
〇
八
年
の
全
国
大
会
を
最
後
に
組
織
さ
れ
な
く

な
っ
て
い
る
。
研
究
対
象
の
時
代
・
地
域
を
異
に
す
る
研
究
者
を
一

つ
の
テ
ー
マ
で
ま
と
め
る
共
同
研
究
が
、
今
日
い
か
に
困
難
で
あ
る

か
を
、
こ
の
事
実
は
端
的
に
物
語
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
、

「
土
地
希
少
化
」
と
「
勤
勉
革
命
」
と
い
う
明
確
な
参
照
軸
を
用
い
て
、

〔
書
　
評
〕

「
勤
勉
革
命
」
と
は
何
か

　
　
　
─
大
島
真
理
夫
編
著

　
　
　
　
　『
土
地
希
少
化
と
勤
勉
革
命
の
比
較
史

─
経
済
史
上
の
近
世

─
』
を
め
ぐ
っ
て

─

勘
　
坂
　
純
　
市
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地
域
を
超
え
た
比
較
史
研
究
を
実
現
し
た
執
筆
陣
、
と
く
に
編
者
で

あ
る
大
島
真
理
夫
の
力
量
に
は
感
嘆
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
大
島
は
、「
経
済
史
と
い
う
視
点
か
ら
は
、
や
は
り
、
経
済
発
展
の

歴
史
的
展
開
に
関
す
る
何
ら
か
の
普
遍
的
な
認
識
枠
組
み
＝
参
照
軸

（fram
e
ofreference

    
              
）
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

む
し
ろ
、
そ
れ
無
し
で
は
経
済
史
と
い
う
学
問
の
存
在
意
義
が
大
き

く
損
な
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
さ
え
感
じ
る
」（
五
頁
）
と
、
比
較

の
た
め
の
「
参
照
軸
」
の
不
在
を
経
済
史
研
究
の
危
機
と
捉
え
る
。

そ
の
上
で
、
本
書
で
は
、「
経
済
資
源
と
し
て
の
土
地
の
希
少
化
」、

お
よ
び
そ
れ
へ
の
対
応
と
し
て
の
「
勤
勉
革
命
」
を
参
照
軸
に
設
定

し
、「
近
世
」
と
い
う
時
代
の
比
較
研
究
を
実
現
し
た
。
そ
れ
は
、
経

済
史
の
危
機
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
、
比
較
経
済
史
の
手
法
を
蘇
ら

せ
、「
経
済
史
と
い
う
学
問
の
存
在
意
義
」
を
今
日
に
お
い
て
具
体

的
に
示
す
試
み
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
本
書
で
実
現
し
た
共
同
研
究
は
、
か
つ
て
の
比
較
史
研

究
の
単
な
る
焼
き
直
し
で
は
な
い
。
一
九
六
〇
年
代
、
七
〇
年
代
に

お
い
て
比
較
の
基
準
と
さ
れ
た
の
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
と
く
に
イ
ギ

リ
ス
の
経
済
史
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
本
書
で
そ
の
よ
う
な
特
権

的
な
地
位
を
与
え
ら
れ
て
い
る
地
域
は
存
在
し
な
い
。
各
地
域
は
、

い
わ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
平
等
な
立
場
で
比
較
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対

応
し
て
、
か
つ
て
の
比
較
史
で
は
「
市
民
革
命
」
な
ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

史
か
ら
取
り
出
さ
れ
た
概
念
が
「
参
照
軸
」
と
し
て
用
い
ら
れ
た
の

に
対
し
、
本
書
で
は
、
日
本
発
の
概
念
で
あ
る
「
勤
勉
革
命
」
が
参

照
軸
の
一
つ
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
周
知
の
と
お
り
、
勤
勉
革
命
は
、
一
九
七
〇
年
代
に
速
水
融
が
、

主
に
イ
ギ
リ
ス
と
日
本
の
経
済
発
展
の
違
い
を
明
ら
か
に
す
る
た
め

に
案
出
し
た
概
念
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
イ
ギ
リ
ス
で
「
産
業
革

命
」industrialrevolution

 
                    

が
起
き
た
の
に
対
し
、
近
世
の
日
本
で

は
「
勤
勉
革
命
」industrious

revolution

 
                     

が
生
じ
た
と
考
え
ら
れ

た
。
し
か
し
、
本
書
で
用
い
ら
れ
た
勤
勉
革
命
の
概
念
は
、
速
水
の

そ
れ
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
、
速
水
は
、
江
戸
時
代
に
日
本
人

が
「
勤
勉
」
と
な
っ
た
エ
ー
ト
ス
・
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
の
変
化
を
強
調

し
て
い
た
の
に
対
し
、
大
島
は
、
そ
う
し
た
「
勤
勉
」
を
、「
費
用
対

効
果
を
冷
静
に
見
通
し
た
経
済
合
理
的
な
行
動
」（
一
〇
頁
）
と
捉
え
、

「『
日
本
人
の
勤
勉
性
』
と
い
う
国
民
性
な
い
し
文
化
論
的
説
明
」
を

退
け
て
い
る
。
ま
た
、
速
水
が
、
労
働
と
資
本
の
要
素
投
入
比
率
の

比
較
に
焦
点
を
当
て
た
の
に
対
し
、
本
書
で
は
「
資
本
と
労
働
で
は

な
く
、
土
地
と
労
働
の
投
入
の
あ
り
方
に
注
目
し
、
後
期
農
業
社
会

の
経
済
発
展
を
地
域
間
比
較
」（
八
頁
）
す
る
こ
と
が
試
み
ら
れ
て
い

る
。
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そ
こ
で
以
下
で
は
、
大
島
の
執
筆
し
た
序
章
（「
土
地
希
少
化
と
勤

勉
革
命
の
比
較
史
」）、
第
一
章
（「
要
素
投
入
パ
タ
ー
ン
と
土
地
希
少
化

の
歴
史
的
位
置
」）
を
も
と
に
、「
勤
勉
革
命
」
概
念
を
中
心
に
議
論
を

進
め
て
い
く
。
そ
の
他
の
各
章
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
関
連
す
る

箇
所
で
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　
さ
て
、
大
島
は
、「
勤
勉
革
命
」
を
、「
後
期
農
業
社
会
に
お
い
て
、

土
地
希
少
、
労
働
豊
富
と
い
う
要
素
賦
存
状
況
に
な
っ
た
段
階
で
、

さ
ら
な
る
労
働
投
入
の
増
大
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
産
出
増
加
が
行
わ

れ
る
現
象
」
と
定
義
す
る
。
そ
こ
で
は
、「
典
型
的
に
は
、
追
加
的
な

労
働
投
入
の
限
界
生
産
性
が
低
下
せ
ず
、
む
し
ろ
上
昇
（
労
働
に
関

し
て
収
穫
逓
増
）
す
る
」（
九
頁
）

　
こ
こ
で
勤
勉
革
命
に
は
次
の
三
つ
の
要
素
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。

一
、
土
地
希
少
、
労
働
豊
富
と
い
う
要
素
賦
存
状
況
が
あ
る

二
、
さ
ら
な
る
労
働
投
入
の
増
大
が
お
こ
な
わ
れ
る
（
こ
れ
は
個
別

世
帯
の
労
働
時
間
の
増
加
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
る
）

三
、
産
出
が
増
加
す
る
（
典
型
的
に
は
、
労
働
投
入
の
限
界
生
産
性
上

昇
）

　
で
は
、
ど
の
よ
う
な
と
き
に
こ
の
よ
う
な
現
象
が
生
じ
る
の
で
あ

ろ
う
か
。

　
ま
ず
、
土
地
希
少
、
労
働
豊
富
と
い
う
要
素
賦
存
状
況
が
第
一
の

要
件
で
あ
る
。
大
島
は
、「
労
働
使
用
型
投
入
パ
タ
ー
ン
の
経
済
に

お
い
て
、
投
入
比
率
を
変
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
未
利
用
地
（
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
）
を
発
生
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
段
階
。
言
い
換

え
れ
ば
、
開
発
可
能
な
土
地
が
す
べ
て
耕
地
化
さ
れ
た
段
階
で
あ
り
、

労
働
集
約
化
は
、
肥
料
の
投
入
や
同
一
耕
地
の
多
毛
作
化
に
よ
る
土

地
の
高
度
利
用
に
向
か
う
」
段
階
を
「
経
済
史
上
の
近
世
」
と
し
て

い
る
（
五
〇
頁
）。
こ
れ
に
対
応
し
て
江
藤
彰
彦
（
第
二
章
「
江
戸
時

代
前
期
に
お
け
る
経
済
発
展
と
資
源
制
約
へ
の
対
応
」）
は
、
わ
が
国
が
、

一
七
世
紀
半
ば
に
資
源
制
約
に
直
面
す
る
ま
で
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な

過
程
を
描
き
出
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
一
七
世
紀
前
半
に
は
、

「
短
期
的
に
大
量
労
働
力
が
流
入
・
集
中
す
る
場
所
」、
す
な
わ
ち
江

藤
の
言
う
「
繁
栄
拠
点
」
が
各
地
に
成
立
し
、
経
済
成
長
を
支
え
て

い
た
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
過
剰
な
開
発
は
、「
森
林
資
源
の
制
約
」

を
も
た
ら
し
た
。
そ
の
後
の
耕
地
開
発
も
、
山
林
資
源
の
確
保
の
た

め
に
抑
制
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
い
う
。
こ
う
し
た
制
約
へ
の
対

応
の
中
で
、
一
八
世
紀
に
「
土
地
資
源
の
希
少
化
・
開
発
限
界
」
が

出
現
し
た
の
で
あ
る
。

　
次
に
、
こ
う
し
た
土
地
希
少
化
に
よ
っ
て
労
働
投
入
の
増
大
が
引

き
起
こ
さ
れ
る
こ
と
が
、
勤
勉
革
命
の
第
二
の
要
件
と
な
る
。
土
地
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の
希
少
化
は
、
保
有
地
面
積
の
縮
小
、
も
し
く
は
土
地
の
「
価
格
」

の
上
昇
（
市
場
で
購
入
さ
れ
る
場
合
は
市
場
価
格
の
上
昇
、
市
場
が
な
い

場
合
は
開
墾
費
用
の
上
昇
な
ど
）
と
し
て
現
れ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

土
地
希
少
化
が
つ
ね
に
労
働
投
入
の
増
大
を
も
た
ら
す
わ
け
で
は
な

い
。
土
地
の
「
価
格
」
の
上
昇
は
、
労
働
投
入
量
を
増
大
さ
せ
る
効

果
と
減
少
さ
せ
る
効
果
を
も
つ
。
す
な
わ
ち
、
一
方
で
、
労
働
は
土

地
に
対
し
て
相
対
的
に
安
く
な
る
の
で
、
そ
れ
を
増
加
さ
せ
る
力
が

働
く
。
他
方
で
、
土
地
「
価
格
」
上
昇
と
い
う
生
産
条
件
の
悪
化
は
、

労
働
を
含
め
た
生
産
要
素
投
入
量
を
減
少
さ
せ
る
力
と
な
る
。
労
働

の
投
入
量
が
増
大
す
る
か
減
少
す
る
か
は
、
こ
の
う
ち
ど
ち
ら
の
力

が
強
い
か
に
よ
っ
て
決
ま
る
。
付
録
Ａ
に
示
し
た
よ
う
に
、
簡
単
な

経
済
モ
デ
ル
で
も
、
土
地
の
「
価
格
」
上
昇
に
伴
い
、
労
働
投
入
量

が
増
大
す
る
場
合
も
減
少
す
る
場
合
も
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
実

際
、
本
書
に
お
い
て
も
、
土
地
希
少
化
が
労
働
投
入
の
増
加
を
も
た

ら
さ
な
い
事
例
が
示
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
脇
村
孝
平
（
第
六

章
「
イ
ン
ド
史
に
お
け
る
土
地
希
少
化
」）
に
よ
れ
ば
、
土
地
希
少
化
の

問
題
が
顕
著
に
な
る
一
九
世
紀
後
半
以
降
で
も
「
土
地
節
約
的
、
労

働
集
約
的
な
農
法
（
農
業
技
術
）
が
十
分
に
は
発
展
し
な
か
っ
た
」

（
二
六
二
頁
）。
ま
た
、
土
肥
恒
之
（
第
八
章
「
人
口
圧
と
農
業
改
革
」）

は
、
一
八
世
紀
の
ロ
シ
ア
に
あ
っ
て
「『
人
口
圧
』
は
予
想
さ
れ
る
よ

う
な
農
業
改
革
・
農
業
集
約
化
を
導
く
こ
と
は
な
か
っ
た
」（
三
三

三
頁
）
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
日
本
な
ど
で
は
、
土
地

の
希
少
化
は
労
働
投
入
量
の
増
加
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
勤
勉
革
命
の
第
三
の
要
件
は
、
こ
う
し
た
土
地
希
少
化
に

伴
う
労
働
投
入
の
増
大
が
一
人
当
た
り
の
産
出
量
の
増
加
を
も
た
ら

す
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
条
件
を
満
た
す
こ
と
は
容
易
で
は

な
い
。
付
録
Ａ
に
示
し
た
よ
う
に
、
通
常
の
効
用
関
数
、
生
産
関
数

を
想
定
し
た
場
合
に
は
、
土
地
希
少
化
に
伴
っ
て
労
働
投
入
が
増
大

し
た
と
し
て
も
、
産
出
量
は
つ
ね
に
減
少
す
る
。
こ
れ
は
直
感
的
に

も
明
ら
か
で
あ
る
。
土
地
希
少
化
に
伴
う
保
有
地
規
模
の
縮
小
、
も

し
く
は
土
地
の
「
価
格
」
の
上
昇
は
生
産
条
件
の
悪
化
で
あ
り
、
そ

れ
を
補
う
他
の
条
件
が
得
ら
れ
な
い
限
り
、
産
出
量
は
減
少
す
る
し

か
な
い
。

　
で
は
、
こ
う
し
た
生
産
条
件
の
悪
化
を
補
い
、
勤
勉
革
命
を
実
現

さ
せ
る
、
す
な
わ
ち
、
土
地
希
少
化
に
伴
う
労
働
投
入
の
増
大
が
産

出
量
を
増
加
さ
せ
る
条
件
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
評
者
は
、
そ
れ
を
、

（
１
）効
用
関
数
の
変
化
、（
２
）生
産
関
数
の
変
化
、
お
よ
び
、（
３
）

副
業
の
進
展
で
あ
る
と
考
え
る
。
こ
の
う
ち
一
つ
で
も
適
切
に
行
わ

れ
れ
ば
、
産
出
量
は
増
大
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
以
下
そ
れ
ぞ
れ
を

順
に
検
討
し
よ
う
。
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効
用
関
数
の
変
化
は
、
消
費
、
労
働
に
対
す
る
農
民
の
選
好
の
変

化
を
表
す
。
も
し
農
民
が
労
働
の
減
少
＝
余
暇
の
増
大
よ
り
も
消
費

の
拡
大
を
優
先
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
効
用
関
数
は
、
余
暇
の
消
費

に
対
す
る
限
界
代
替
率
が
減
少
す
る
よ
う
に
変
化
す
る
。
そ
の
結
果
、

当
然
、
農
民
は
労
働
投
入
量
を
さ
ら
に
増
加
さ
せ
る
か
ら
、
結
果
と

し
て
、
産
出
量
が
増
大
す
る
こ
と
も
あ
り
う
る
だ
ろ
う
。

　
い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
れ
は
速
水
融
が
も
と
も
と
「
勤
勉
革
命
」

と
し
て
論
じ
て
い
た
過
程
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
激
し
い
、
長
時

間
の
労
働
は
『
勤
労
』
に
倫
理
化
さ
れ
、
人
々
の
遵
守
す
べ
き
エ
ト

ス
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
勤
労
を
通
じ
て
、
人
々
は
物
質
的
な

生
活
水
準
の
向
上
を
期
待
で
き
た
の
で
あ
る
。」（『
経
済
社
会
の
成

立
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
八
年
、「
概
説
」
三
六
頁
）

　
本
書
で
も
、
徳
永
光
俊
（
第
三
章
「
江
戸
農
書
に
み
る
『
勤
勉
』
と

『
自
然
』」）
は
、
労
働
倫
理
す
な
わ
ち
「
勤
勉
」
の
確
立
を
、『
百
姓
伝

記
』
に
示
さ
れ
た
「
鍛
錬
」、『
農
業
家
訓
記
』
に
示
さ
れ
た
「
根
」

な
ど
を
通
し
て
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
し
か
し
、
本
書
全
体
と
し
て

は
、
農
民
の
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
の
変
化
＝
効
用
関
数
の
変
化
を
通
し
て

労
働
投
入
量
が
増
大
す
る
と
い
う
過
程
は
重
視
さ
れ
て
い
な
い
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
大
島
の
勤
勉
革
命
の
定
義
に
、
エ
ト
ス
も

し
く
は
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
の
変
化
が
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
に
、
端
的

に
示
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。
本
書
は
、
あ
く
ま
で
、
農
民
の
選
好
・

効
用
関
数
を
与
件
と
し
て
、
農
民
の
「
経
済
合
理
的
な
行
動
」
の
結

果
、
労
働
集
約
的
な
農
法
が
選
択
さ
れ
、
産
出
量
が
増
大
す
る
過
程

を
描
き
出
そ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
徳
永
が
描
き
出
し
た

「
労
働
倫
理
」
も
、
そ
う
し
た
選
択
の
結
果
も
た
ら
さ
れ
た
長
時
間

労
働
を
示
す
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
先

に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
通
常
の
仮
定
の
も
と
で
は
、
土
地
希
少
化
と

い
う
要
素
賦
存
状
況
の
も
と
で
「
経
済
合
理
的
な
行
動
」
と
し
て
選

択
さ
れ
る
労
働
投
入
の
増
大
だ
け
で
は
、
産
出
量
は
増
大
し
な
い
。

効
用
関
数
の
変
化
を
想
定
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
勤
勉
革
命
の
実
現

に
は
他
の
条
件
が
必
要
と
な
る
。

　
そ
こ
で
次
に
検
討
す
る
条
件
は
、
生
産
関
数
の
変
化
で
あ
る
。
生

産
関
数
は
、
通
常
、
新
た
な
技
術
の
進
歩
お
よ
び
資
本
ス
ト
ッ
ク
の

蓄
積
の
進
行
に
よ
っ
て
変
化
す
る
。
こ
れ
は
エ
ス
タ
ー
・
ボ
ー
ズ

ラ
ッ
プ
が
『
農
業
成
長
の
諸
条
件
』（
安
沢
秀
一
他
訳
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書

房
、
一
九
七
五
年
、
以
下
『
農
業
成
長
』
と
略
記
）
で
示
し
た
過
程
で
あ

る
。
彼
女
は
、「
作
付
け
頻
度
」
の
上
昇
と
い
う
「
技
術
進
歩
」
が
過

剰
人
口
＝
土
地
の
希
少
化
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
と
論
じ
た
。
さ

ら
に
、
こ
の
よ
う
な
技
術
進
歩
は
、
通
常
、
新
た
な
資
本
ス
ト
ッ
ク
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の
投
入
を
伴
う
。
例
え
ば
、
ボ
ー
ズ
ラ
ッ
プ
は
、「
灌
漑
技
術
の
利

用
や
他
の
資
本
投
下
は
休
閑
シ
ス
テ
ム
と
関
係
が
あ
る
。
…
…
多
毛

作
の
導
入
は
し
ば
し
ば
灌
漑
施
設
の
創
設
に
依
存
す
る
」（
二
八
頁
、

本
文
と
の
訳
語
の
統
一
の
た
め
訳
文
を
一
部
変
更
し
た
。
以
下
同
じ
）
と

述
べ
る
。「
多
毛
作
」、
技
術
進
歩
は
、「
灌
漑
施
設
」
と
い
う
資
本
ス

ト
ッ
ク
の
形
成
を
伴
う
。

　
し
か
し
、
こ
こ
で
我
々
は
、
こ
の
「
資
本
」
概
念
、
役
割
に
つ
い

て
、
本
書
の
執
筆
者
の
あ
い
だ
で
共
通
の
認
識
が
得
ら
れ
て
い
な
い

こ
と
に
注
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
大
島
は
、
資
本
を
「
生
産
財

と
し
て
用
い
ら
れ
る
固
定
資
本
財
」（
ヒ
ッ
ク
ス
）
と
捉
え
て
、「
資

本
使
用
型
投
入
パ
タ
ー
ン
」
を
「
近
代
」
の
特
徴
と
し
て
い
る
。「
近

代
、
す
な
わ
ち
資
本
主
義
の
成
立
」
と
は
、「
供
給
サ
イ
ド
に
お
い
て

『
資
本
』（
生
産
財
と
し
て
用
い
ら
れ
る
固
定
資
本
財
）
と
い
う
生
産
要

素
が
大
き
な
役
割
を
果
た
す
よ
う
に
な
り
（
資
本
使
用
型
投
入
パ

タ
ー
ン
＝
工
業
化
）、
そ
の
資
本
と
い
う
要
素
を
有
効
に
利
用
す
る
経

済
制
度
が
発
達
す
る
こ
と
」（
二
四
頁
）
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、

斎
藤
修
は
「
農
業
に
お
け
る
家
畜
、
農
機
具
、
建
物
、
製
造
業
・
交

通
輸
送
業
に
お
け
る
施
設
・
設
備
」
を
、
飯
田
恭
は
「
農
場
に
お
け

る
家
畜
や
農
機
具
」
を
、
そ
れ
ぞ
れ
「
資
本
」
と
し
て
捉
え
、
そ
れ

が
「
近
世
」
に
お
い
て
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
と
考
え
て
い
る

（
二
八
～
九
頁
）。
こ
の
よ
う
に
執
筆
者
は
、
資
本
の
役
割
に
つ
い
て

認
識
を
異
に
し
て
い
る
が
、
資
本
を
固
定
的
な
生
産
要
素
と
し
て
捉

え
る
点
で
は
共
通
し
て
い
る
こ
と
に
も
注
目
し
た
い
。
経
済
学
に
お

け
る
資
本
は
非
常
に
広
い
概
念
で
あ
り
、
し
ば
し
ば
肥
料
な
ど
の
非

固
定
的
な
投
入
物
も
資
本
に
加
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、

こ
う
し
た
流
動
的
な
資
本
と
区
別
す
る
た
め
に
、
固
定
的
な
資
本
を

「
資
本
ス
ト
ッ
ク
」
と
呼
ぶ
こ
と
と
し
た
い
（
た
だ
し
、
引
用
文
に
つ

い
て
は
、
こ
の
定
義
に
従
っ
て
い
な
く
て
も
そ
の
ま
ま
と
し
た
）。
資
本

ス
ト
ッ
ク
の
量
は
、
長
期
的
に
は
生
産
技
術
の
変
化
に
応
じ
て
変
動

す
る
が
、
短
期
的
に
は
固
定
さ
れ
て
い
る
。
資
本
ス
ト
ッ
ク
は
、
技

術
と
と
も
に
短
期
的
な
生
産
関
数
の
形
を
決
定
す
る
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
評
者
は
、
こ
の
資
本
ス
ト
ッ
ク
の
役
割
に
つ
い
て
、
斎
藤
、

飯
田
の
立
場
を
と
る
。
そ
れ
は
、
単
に
、
史
実
と
し
て
「
近
世
」
に

お
い
て
も
資
本
ス
ト
ッ
ク
が
重
要
で
あ
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
か
ら

だ
け
で
は
な
い
。
資
本
ス
ト
ッ
ク
を
明
示
的
に
考
察
し
な
い
と
、
生

産
関
数
の
変
化
に
よ
る
勤
勉
革
命
の
進
展
を
適
切
に
と
ら
え
る
こ
と

が
で
き
な
い
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
の
点
を
、
ボ
ー
ズ
ラ
ッ
プ
過
程
を
中
心
に
説
明
し
た
い
。
実
は
、

大
島
と
評
者
の
同
過
程
の
理
解
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
。
大
島
は
、
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ボ
ー
ズ
ラ
ッ
プ
過
程
を
、「
不
連
続
な
経
済
革
命
」
で
あ
る
「
投
入
パ

タ
ー
ン
そ
の
も
の
の
変
化
」
で
は
な
く
、「
連
続
的
な
技
術
進
歩
」
で

あ
る
「
農
業
使
用
型
投
入
パ
タ
ー
ン
内
の
変
化
」
と
し
て
位
置
づ
け

る
（
四
四
頁
、
四
六
～
七
頁
）。
そ
こ
で
人
び
と
は
、
生
産
要
素
の
投

入
比
率
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
土
地
希
少
化
に
対
応
す
る
。

例
え
ば
、
ボ
ー
ズ
ラ
ッ
プ
的
な
「
長
期
休
閑
シ
ス
テ
ム
」
か
ら
、「
短

期
休
閑
シ
ス
テ
ム
」
へ
の
移
行
に
つ
い
て
も
生
産
関
数
の
変
化
は
想

定
さ
れ
て
い
な
い
。
大
島
は
、
ボ
ー
ズ
ラ
ッ
プ
が
「
よ
り
集
約
的
な

農
業
に
移
行
し
た
場
合
、
一
人
・
一
時
間
当
た
り
の
産
出
高
」
が
減

少
す
る
と
指
摘
し
た
こ
と
を
、
以
下
の
よ
う
に
説
明
す
る
。「
長
期

休
閑
シ
ス
テ
ム
」
の
最
初
の
労
働
投
入
量
をN  

、
産
出
量
をY  
、「
短

期
休
閑
シ
ス
テ
ム
」
に
移
行
し
た
後
の
労
働
投
入
量
をN

+
 
 n  

0  

、
産
出

量
をY

+

 
 y  

0  

と
す
れ
ば
、「
労
働
に
対
し
て
収
穫
逓
減
で
あ
る
か
ら
、

Y
/

 
 N  

>

 （Y
+

 
 y  

0  

）/  （N
+

 
 n  

0  

） 
で
あ
る
」。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
時
点
で
は

「
短
期
休
閑
シ
ス
テ
ム
」
に
移
行
す
る
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、
長

期
休
閑
シ
ス
テ
ム
の
も
と
で
人
口
がn  

だ
け
に
増
加
し
、「（Y

+y

 
  

0  

）/  

（N
+

 
 n  

0  

）>  Y  /  
（N
+n

 
  
） 
と
な
っ
た
時
点
で
、
労
働
集
約
的
農
業
に
移
行

す
る
」（
五
七
～
八
頁
）。
こ
の
よ
う
に
、
長
期
的
に
見
れ
ば
、Y

/

 
 N  

か
ら 
（Y
+

 
 y  

0  

）/  （N
+

 
 n  

0  

） 
へ
と
、
一
人
・
一
時
間
当
た
り
の
産
出
高

が
減
少
し
て
い
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
大
島
は
、
一
つ
の
生

産
関
数
の
も
と
で
の
「
労
働
に
対
し
て
収
穫
逓
減
」
を
想
定
し
て
議

論
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。「
長
期
休
閑
シ
ス
テ
ム
」
か
ら

「
短
期
休
閑
シ
ス
テ
ム
」
へ
の
変
化
は
、
生
産
関
数
の
変
化
で
は
な

く
、
労
働
投
入
量
の
増
大
と
い
う
生
産
要
素
の
投
入
比
率
の
変
化
に

よ
っ
て
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
評
者
は
、
ボ
ー
ズ
ラ
ッ
プ
は
「
休
閑
シ
ス
テ
ム
」
間
の
移

行
に
生
産
関
数
の
変
化
を
想
定
し
て
い
る
と
考
え
る
。
彼
女
は
、

「
所
与
の
休
閑
シ
ス
テ
ム
の
な
か
で
は
、
用
具
の
種
類
、
お
よ
び
作

付
面
積
当
た
り
の
労
働
と
資
本
の
投
入
量
の
選
択
の
幅
は
、
技
術
的

理
由
で
か
な
り
狭
く
限
定
さ
れ
て
い
る
」（『
農
業
成
長
』
二
八
頁
）
と

指
摘
す
る
。
つ
ま
り
、
特
定
の
休
閑
シ
ス
テ
ム
の
も
と
で
は
、
労

働
・
資
本
（
肥
料
な
ど
の
非
固
定
的
な
資
本
）
と
い
っ
た
生
産
要
素
投

入
比
率
の
変
化
に
よ
っ
て
、
人
口
増
加
、
土
地
希
少
化
と
い
う
要
素

賦
存
状
況
の
変
化
に
対
応
で
き
る
範
囲
は
限
ら
れ
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
、「
わ
れ
わ
れ
が
前
工
業
化
農
業
に
お
け
る
人
口
学
的
変
化

の
諸
効
果
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
の
な
ら
、
通
常
の
タ
イ
プ
の
連
続

的
な
生
産
関
数
を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」（『
農
業
成
長
』
二

九
頁
）。
前
工
業
化
時
代
に
お
い
て
、
農
業
は
、「
休
閑
シ
ス
テ
ム
」

間
の
移
行
＝
生
産
関
数
の
変
化
と
い
う
非
連
続
的
な
過
程
を
繰
り
返

し
な
が
ら
発
展
し
て
い
た
。
ま
た
、
こ
う
し
た
生
産
関
数
の
変
化
を
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想
定
し
て
も
、
集
約
的
農
業
へ
の
移
行
に
と
も
な
い
「
一
人
・
一
時

間
当
た
り
の
産
出
高
」
が
減
少
す
る
こ
と
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
。

（
付
録
Ｂ
参
照
）

　
ボ
ー
ズ
ラ
ッ
プ
は
『
農
業
成
長
の
諸
条
件
』
に
お
い
て
、
数
式
や

グ
ラ
フ
を
一
切
用
い
ず
に
説
明
を
行
っ
て
い
る
の
で
、
し
ば
し
ば
そ

の
理
解
に
は
困
難
を
伴
う
。
し
た
が
っ
て
、
大
島
と
評
者
の
ど
ち
ら

の
解
釈
が
正
し
い
か
を
論
ず
る
こ
と
は
重
要
で
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
問
題
は
、
先
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
技
術
変
化
と
そ
れ
に

と
も
な
う
資
本
ス
ト
ッ
ク
の
蓄
積
に
よ
る
生
産
関
数
の
変
化
は
、
大

島
の
い
う
勤
勉
革
命
の
重
要
な
条
件
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

速
水
の
よ
う
に
農
民
の
エ
ー
ト
ス
・
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
の
変
化
や
、
後

述
す
る
副
業
の
進
展
な
ど
を
想
定
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
土
地
希
少

化
に
よ
る
労
働
投
入
量
の
増
大
は
、
生
産
関
数
の
変
化
が
あ
っ
て
初

め
て
一
世
帯
当
た
り
の
産
出
量
の
増
大
を
実
現
す
る
。
だ
と
す
れ
ば
、

勤
勉
革
命
の
比
較
史
を
行
う
た
め
に
は
、
労
働
と
土
地
だ
け
で
な
く
、

資
本
ス
ト
ッ
ク
を
加
え
た
分
析
が
必
要
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
実
は
本
書
に
お
い
て
も
、
そ
の
よ
う
な
分
析
は
行
わ
れ
て
い
る
。

先
に
指
摘
し
た
と
お
り
、
斎
藤
修
と
飯
田
恭
は
、「
近
世
」
に
お
け
る

土
地
希
少
化
へ
の
対
応
に
、
資
本
ス
ト
ッ
ク
が
重
要
な
役
割
を
果
た

す
と
考
え
て
い
た
。
例
え
ば
、
飯
田
（
第
七
章
「『
農
場
』
と
『
小

屋
』」）
は
、
ド
イ
ツ
農
業
に
お
い
て
、
家
畜
が
「『
農
民
の
魂
』
と
言

わ
れ
る
ほ
ど
重
視
」
さ
れ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。「
近
世
後
期
の
人

口
＝
定
住
発
展
」
に
伴
う
「
一
八
世
紀
後
半
の
労
働
集
約
的
な
農
業

革
新
」
も
、「
生
産
要
素
と
し
て
の
家
畜
な
ど
の
資
本
ス
ト
ッ
ク
を

大
量
に
必
要
と
す
る
旧
来
の
資
本
集
約
的
な
麦
作
農
業
の
伝
統
を
変

更
す
る
も
の
で
は
決
し
て
な
く
、
あ
く
ま
で
も
そ
れ
を
補
足
す
る
も

の
に
す
ぎ
な
か
っ
た
」（
二
八
七
、
三
〇
四
頁
）
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
斎
藤
（
終
章
「
前
近
代
経
済
成
長
の
二
つ
の
パ
タ
ー
ン
」）

は
、
土
地
希
少
化
に
対
し
て
、
ア
ジ
ア
で
も
西
欧
で
も
「
資
本
投
入

量
も
労
働
投
入
量
も
増
加
」
し
た
が
、
そ
の
増
加
率
は
異
な
っ
て
い

た
と
指
摘
す
る
。
す
な
わ
ち
、「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
や
低
地
諸
邦
の
農

業
で
は
顕
著
に
資
本
集
約
的
な
径
路
を
、
徳
川
日
本
で
は
非
常
に
労

働
集
約
的
な
径
路
を
た
ど
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
」（
三
六
六

頁
）。

　
し
か
し
、
徳
川
日
本
で
「
労
働
集
約
的
」
農
業
が
発
展
し
た
こ
と

は
、
決
し
て
、
そ
こ
で
資
本
ス
ト
ッ
ク
の
蓄
積
が
起
こ
ら
な
か
っ
た

こ
と
を
意
味
し
な
い
。
近
世
の
日
本
に
お
い
て
灌
漑
施
設
の
建
設
を

中
心
と
し
た
資
本
ス
ト
ッ
ク
が
蓄
積
さ
れ
た
こ
と
は
し
ば
し
ば
指
摘

さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
（
例
え
ば
、
石
川
滋
『
開
発
経
済
学
の
基
本
問
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題
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
〇
年
）。
こ
う
し
た
資
本
ス
ト
ッ
ク
の
蓄
積

は
、
わ
が
国
に
お
け
る
勤
勉
革
命
の
不
可
欠
の
条
件
で
あ
っ
た
。

　
さ
ら
に
こ
の
事
実
は
、
勤
勉
革
命
と
イ
ン
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
比

較
に
も
新
た
な
視
点
を
提
供
し
て
く
れ
る
。
大
橋
厚
子
（
第
五
章

「
ジ
ャ
ワ
島
に
お
け
る
土
地
希
少
化
と
イ
ン
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
論
」）
は
、

「
労
働
の
集
約
化
に
は
一
人
当
た
り
の
生
産
額
の
上
昇
が
伴
わ
な
い

こ
と
」
を
、「
貧
困
の
共
有
」
と
と
も
に
、
日
本
の
勤
勉
革
命
と
異
な

る
イ
ン
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
特
徴
と
し
て
あ
げ
て
い
る
。
そ
の
上
で
、

そ
の
原
因
を
「
植
民
地
支
配
の
重
層
性
」
に
求
め
る
。
ジ
ャ
ワ
島
で

は
、
オ
ラ
ン
ダ
の
東
イ
ン
ド
会
社
の
利
益
に
沿
う
形
で
、「
前
貸
し

に
よ
っ
て
従
属
さ
せ
た
現
地
人
支
配
層
に
、
灌
漑
施
設
建
設
・
水
田

造
成
を
行
わ
せ
た
」。
そ
れ
は
「
在
地
社
会
内
部
で
の
資
本
の
蓄
積

を
阻
害
し
」、
さ
ら
に
「
農
民
の
農
業
お
よ
び
生
活
に
お
け
る
管
理

経
営
権
」
を
奪
っ
た
と
い
う
（
二
一
七
、
二
二
九
、
二
四
七
頁
）。
す
な

わ
ち
、
ジ
ャ
ワ
に
お
い
て
は
、
労
働
投
入
量
の
増
加
は
見
ら
れ
た
も

の
の
、
適
切
な
資
本
ス
ト
ッ
ク
の
蓄
積
が
妨
げ
ら
れ
た
た
め
、
勤
勉

革
命
を
実
現
で
き
な
か
っ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。「
一
定
の
耕
地
面

積
に
対
す
る
労
働
投
入
量
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
だ
け

機

機

に
よ
っ
て
、
農

業
の
産
出
額
を
増
加
さ
せ
て
い
く
よ
う
な
、
い
わ
ば
前
進
な
き
技
術

変
化
の
パ
タ
ー
ン
」（
傍
点
引
用
者
）（
二
一
五
頁
）
と
は
、
ま
さ
に
イ

ン
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
特
徴
で
あ
っ
て
、
大
橋
が
い
う
よ
う
に
「
勤

勉
革
命
と
の
類
似
点
」
で
は
な
い
。
勤
勉
革
命
は
、
労
働
投
入
量
の

増
加
に
く
わ
え
て
、
一
人
当
た
り
の
産
出
量
の
増
加
を
実
現
す
る
と

い
う
意
味
で
適
切
な
資
本
ス
ト
ッ
ク
の
蓄
積
が
伴
う
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
効
用
関
数
や
生
産
関
数
の
変
化
に
よ
っ
て
農
業
部
門
の
産

出
増
大
が
で
き
な
い
と
き
、
副
業
の
進
展
に
よ
っ
て
、
収
入
の
増
加

を
達
成
す
る
場
合
が
あ
る
。
大
島
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、「
土
地
希

少
化
の
も
と
で
、
農
業
部
門
へ
労
働
投
入
を
増
加
し
て
も
収
入
増
加

が
期
待
で
き
な
い
状
況
に
お
い
て
、
非
農
業
部
門
に
余
剰
労
働
力
を

振
り
向
け
、
一
農
家
当
た
り
の
収
入
増
加
を
も
た
ら
す
こ
と
は
、
広

い
意
味
で
の
土
地
希
少
化
へ
の
対
応
と
言
え
る
」（
五
九
頁
）
だ
ろ
う
。

青
木
敦
（
第
四
章
「
中
国
経
済
史
研
究
に
見
る
土
地
希
少
化
論
の
伝
統
」）

で
紹
介
さ
れ
て
い
る
趙
岡
の
モ
デ
ル
は
、「
人
口
増
と
土
地
の
希
少

化
は
、
家
内
労
働
を
、
全
面
的
で
は
な
い
に
せ
よ
、
農
村
副
業
に
多

く
振
り
向
け
る
誘
引
付
け
と
な
る
」（
一
八
八
頁
）
こ
と
が
示
さ
れ
て

い
る
。
さ
ら
に
、
脇
村
が
紹
介
す
る
、
中
村
尚
司
の
、
イ
ン
ド
で
は

「
労
働
力
能
の
延
長
」
と
し
て
「
共
同
体
内
分
業
」
が
展
開
す
る
、
と

い
う
議
論
は
（
二
六
八
頁
）、
そ
れ
に
よ
っ
て
「
一
農
家
あ
た
り
の
収

入
増
加
」
達
成
さ
れ
る
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
非
農
業
就
業
の
増
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大
に
よ
る
土
地
希
少
化
へ
の
対
応
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し

れ
な
い
。

　『
土
地
希
少
化
と
勤
勉
革
命
の
比
較
史
』
は
魅
力
的
な
本
で
あ
る
。

編
者
で
あ
る
大
島
が
設
定
し
た
「
土
地
希
少
化
」
と
「
勤
勉
革
命
」

と
い
う
明
確
な
参
照
軸
を
も
と
に
、
執
筆
者
は
、
各
社
会
の
多
様
性

を
描
き
な
が
ら
、
時
代
・
地
域
を
超
え
た
比
較
を
行
う
と
い
う
困
難

な
課
題
を
成
し
遂
げ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
そ
の
内
容
を
、
評
者
が

理
解
し
得
た
範
囲
で
、
簡
単
な
経
済
モ
デ
ル
の
助
け
を
か
り
な
が
ら

ま
と
め
さ
せ
て
頂
い
た
。
大
島
も
、
Ｄ
・
Ｃ
・
ノ
ー
ス
な
ど
の
議
論

を
中
心
に
、
経
済
学
の
ツ
ー
ル
を
積
極
的
に
利
用
し
て
議
論
を
展
開

し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
本
稿
は
、
そ
う
し
た
大
島
の
試
み
を
、

評
者
な
り
に
推
し
進
め
た
も
の
で
あ
る
。

　
歴
史
研
究
に
経
済
モ
デ
ル
を
用
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
異
論
も
多

い
。
し
か
し
、
評
者
は
、
経
済
理
論
は
歴
史
研
究
を
進
め
る
上
で
し

ば
し
ば
有
効
な
助
け
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。
確
か
に
、
歴
史
家
と

経
済
学
者
は
、
事
実
に
対
す
る
基
本
的
な
姿
勢
を
異
に
し
て
い
る
。

か
つ
て
二
宮
宏
之
は
、
リ
ュ
シ
ア
ン
・
フ
ェ
ー
ブ
ル
の
言
葉
を
借
り

て
、「
人
間
た
ち
が
そ
の
生
の
営
み
に
よ
っ
て
作
り
出
し
た
歴
史
的

世
界
を
、
そ
の
多
様
性
に
お
い
て
ま
る
ご
と
捉
え
る
」
歴
史
家
の
姿

勢
を
、「
全
体
を
見
る
眼
」
と
表
現
し
た
（『
全
体
を
見
る
眼
と
歴
史
家

た
ち
』
木
鐸
社
、
一
九
八
六
年
、
四
頁
）。
歴
史
叙
述
に
つ
い
て
の
様
々

な
議
論
に
コ
メ
ン
ト
を
加
え
る
能
力
は
評
者
に
は
な
い
が
、「
歴
史

的
世
界
を
ま
る
ご
と
捉
え
る
」
と
い
う
の
は
多
く
の
歴
史
家
が
共
感

す
る
姿
勢
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
ま
る
ご
と
捉
え
る
」
こ
と
が
不

可
能
で
あ
る
に
せ
よ
、
各
社
会
の
「
多
様
性
」
を
丹
念
に
描
き
な
が

ら
そ
の
社
会
の
「
全
体
」
に
迫
ろ
う
と
い
う
姿
勢
を
歴
史
家
は
も
っ

て
い
る
。

　
そ
れ
に
対
し
、
私
見
で
は
、
経
済
学
者
は
、
一
つ
の
社
会
を
「
多

様
性
に
お
い
て
ま
る
ご
と
捉
え
る
」
こ
と
な
ど
で
き
な
い
の
だ
か
ら
、

捉
え
ら
れ
る
範
囲
を
明
確
に
し
、
そ
の
う
え
で
分
析
を
進
め
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
議
論
の
前
提
と
な
る

仮
定
を
明
確
に
し
（
例
え
ば
、
人
び
と
の
選
好
を
示
す
効
用
関
数
の
性

質
な
ど
）、
仮
定
か
ら
結
論
に
至
る
過
程
を
、
通
常
は
数
学
的
論
理
を

用
い
て
、
明
確
に
示
す
。
そ
の
上
で
、
得
ら
れ
た
結
論
が
事
実
と
適

合
す
る
か
を
、
統
計
学
を
用
い
て
明
確
に
検
証
す
る
の
で
あ
る
。
こ

こ
で
「
明
確
」
で
あ
る
と
は
「
反
証
可
能
性
」（
ポ
パ
ー
）
が
確
保
さ

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
多
く
の
場
合
、
こ
う
し

た
手
続
き
に
よ
っ
て
経
済
学
者
が
提
示
す
る
社
会
像
は
、
歴
史
家
か

ら
見
れ
ば
い
か
に
も
単
純
す
ぎ
る
。
社
会
は
も
っ
と
複
雑
で
あ
る
だ
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ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
複
雑
さ
を
と
ら
え
よ
う
と
し
て
、
議
論
の
仮

定
や
結
論
に
至
る
手
続
き
を
、
反
証
可
能
性
が
確
保
で
き
て
い
な
い

と
い
う
意
味
で
「
あ
い
ま
い
」
に
し
て
し
ま
っ
て
は
、「
意
味
の
あ
る

定
理
」（
サ
ミ
ュ
エ
ル
ソ
ン
）
を
導
く
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
こ
の
様
に
、
ま
っ
た
く
姿
勢
の
異
な
る
二
つ
の
学
問
領
域
に
挟
ま

れ
た
経
済
史
家
の
多
く
は
、
大
島
が
紹
介
す
る
ド
・
フ
リ
ー
ス
が
い

う
よ
う
に
、「
分
裂
状
況
」
に
悩
ん
で
い
る
（
六
頁
）。
し
か
し
、
経

済
学
の
モ
デ
ル
が
も
つ
明
確
な
論
理
構
成
は
、
歴
史
家
が
議
論
を
進

め
る
上
で
も
助
け
に
な
る
こ
と
が
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
例

え
ば
、
本
書
で
用
い
ら
れ
た
勤
勉
革
命
の
よ
う
な
、
比
較
史
研
究
の

参
照
軸
と
な
る
概
念
に
つ
い
て
は
、
経
済
理
論
の
助
け
を
か
り
れ
ば
、

そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
よ
り
明
確
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
稿

で
は
、
そ
の
よ
う
な
立
場
か
ら
、
経
済
モ
デ
ル
を
用
い
て
議
論
の
整

理
を
さ
せ
て
頂
い
た
。

　
も
ち
ろ
ん
、
今
後
個
々
の
歴
史
研
究
で
、
経
済
理
論
を
ど
の
よ
う

に
生
か
し
て
い
く
か
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
経
済
史
家
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
。

本
書
で
示
さ
れ
た
到
達
点
を
指
標
と
し
て
、
新
た
な
経
済
史
の
方
法

論
、
比
較
史
の
可
能
性
を
模
索
し
な
が
ら
、
経
済
史
研
究
を
進
め
て

ま
い
り
た
い
。

付
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方
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ぞ
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土
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資
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関
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問
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一
階
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）=  0,    U  
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二
階
の
条
件
も
満
た
さ
れ
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
。

　
土
地
希
少
化
の
も
と
で
はr  
す
な
わ
ち
、
土
地
の
価
格
、
も
し
く

は
新
た
に
耕
地
を
開
発
す
る
た
め
の
費
用
が
増
加
す
る
。
こ
の
と
き

比
較
静
学
に
よ
っ
て
以
下
の
式
が
導
か
れ
る
。
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M

 
 F  

L  +

 U  

M
M

 
 ,   

　
　
　
　e  =
 －（dU   

Y  
 /dL

   
）L/U

   

Y  =

 －（U  

Y
Y

 
 
 F  

L  

－U  

Y
M

 
 

） L/U

   

Y  

e   
は
、
消
費
の
限
界
効
用
の
労
働
時
間
つ
い
て
の
交
差
弾
力
性
。

e  >

 1   
の
と
き
にdL/dr

 
    >
 0   
。
す
な
わ
ち
、
土
地
希
少
化
の
も
と
でr   

が
上
昇
す
る
と
き
、
消
費
の
限
界
効
用
の
労
働
時
間
つ
い
て
の
交
差

弾
力
性
が
十
分
に
大
き
い
と
き
に
の
み
、
労
働
投
入
量
は
増
加
す
る
。

さ
ら
に
、

　
　dY

/dr

  
    =

 F  

L  
（dL/dr

     
）－A  =

 （A
/ZL

 
   
）（U  

Y  F  

L  +

 U  

Y
M

 
 F  

L  L  
－U  

M
M

 
 
 L  
）

こ
の
符
号
は
つ
ね
に
負
。
す
な
わ
ち
、
土
地
希
少
化
の
も
と
でr   
が

上
昇
す
る
と
き
、
た
と
え
労
働
時
間
が
増
加
し
た
と
し
て
も
、
消
費

量
は
つ
ね
に
減
少
す
る
。

付
録
Ｂ

　
農
民
の
生
産
量
は
、Y  =

 F  
（L,   A  
｜T  
） 
す
る
。
た
だ
しF  

は
生
産

関
数
、L  

は
労
働
投
入
量
、A  

は
保
有
地
規
模
、T  

は
休
閑
シ
ス
テ
ム

を
決
定
す
る
生
産
技
術
。L,A

 
   

は
短
期
で
変
化
す
る
が
、T  

は
短
期

で
は
一
定
と
す
る
。
こ
こ
で
、F  

は
、L,A

 
   

に
関
し
て
収
穫
一
定
と

す
る
と
、
先
の
生
産
関
数
は
次
の
様
に
書
き
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　y   =

 f  （l,    a  
｜T  
）

た
だ
し
、y   =

 Y/A

 
  

は
土
地
生
産
性
、l  =

 L/A

   

は
土
地
一
単
位
当
た
り

の
労
働
投
入
量
（
各
労
働
者
の
労
働
時
間
が
一
定
の
と
き
は
人
口
密
度

と
も
考
え
ら
れ
る
）。
生
産
技
術T  

の
変
化
に
よ
っ
て
短
期
の
生
産
関

数
が
図
の
よ
う
に
、
実
線
か
ら
点
線
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
変
化
し
た

と
す
る
。

　
人
口
増
加
＝
土
地
希
少
化
と
、
そ
れ
に
伴
う
各
世
帯
の
労
働
投
入

量
の
増
大
に
よ
っ
てl  
は
増
大
す
る
。
こ
の
と
き
、
原
点
と
関
数
を

結
ぶ
直
線
の
傾
き
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
「
一
人
・
一
時
間
あ
た
り
の

l

y

0
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産
出
量
」
は
、
生
産
関
数
が
変
化
し
た
直
後
に
少
し
増
大
す
る
場
合

も
あ
る
が
、
長
期
的
に
は
減
少
し
て
い
く
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
。

大
島
真
理
夫
編
著
『
土
地
希
少
化
と
勤
勉
革
命
の
比
較
史
─
経
済
史
上

の
近
世
─
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
○
○
九
年
一
二
月
刊
、
Ａ
５
判
、

三
八
○
頁
、
本
体
価
格
六
、
五
○
○
円
）

（
か
ん
ざ
か
　
じ
ゅ
ん
い
ち
・
創
価
大
学
経
済
学
部
教
授
）

〔
編
集
委
員
会
注
記
〕
籠
谷
直
人
氏
と
勘
坂
純
市
氏
の
書
評
は
、
二
○

一
○
年
六
月
一
二
日
、
大
阪
経
済
大
学
に
て
編
著
者
の
大
島
真
理
夫

氏
を
交
え
て
行
わ
れ
た
書
評
会
（
第
五
九
回
経
済
史
研
究
会
）
で
の

報
告
を
基
に
執
筆
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
あ
る
。


